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鹿
児
島
地
方
本
部

は
、
９
月
13
日
（
土
）
鹿

児
島
市
「
タ
イ
セ
イ
ア
ネ

ッ
ク
ス
別
館
」
に
て
、
大

会
以
降
最
初
の
各
分
会
代

表
者
会
議
を
拡
大
で
開
催

し
ま
し
た
。 

第
１
回
各
分
会
代
表
者

会
議
（
拡
大
）
冒
頭
、
地

本
執
行
委
員
会
を
代
表
し

江
口
洋
一
執
行
委
員
長
よ

り
、
地
本
大
会
の
お
礼
と

大
会
発
言
を
踏
ま
え
地
本

と
し
て
向
こ
う
一
年
間
活

動
し
て
い
く
決
意
、
と
り

わ
け
次
世
代
育
成
を
地

本
・
分
会
で
取
り
組
ん
で

い
こ
う
と
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。 

そ
の
具
体
的
取
り
組
み

と
し
て
、
経
過
に
つ
い
て

は
、
各
執
行
委
員
か
ら
提

起
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
①
２
０
１
４
年
度

労
働
協
約
改
訂
の
取
り
組

み
に
つ
い
て 

②
来
春
闘

に
向
け
た
賃
金
実
態
調
査

の
取
り
組
み 

③
各
分
会

大
会
に
つ
い
て 

④
地
本

ゴ
ル
フ
大
会 

⑤
第
１
回

福
利
厚
生
推
進
担
当
者
会

議
の
確
認 

 

⑥
第
一
次

総
対
話
集
会
の
日
程
確
認 

⑦
Ｉ
Ｔ
Ｆ
国
際
鉄
道
労
働

者
統
一
行
動
（
宮
崎
駅
、

鹿
児
島
中
央
駅
、
川
内
駅

前
で
の
チ
ラ
シ
配
布
）
な

ど
に
つ
い
て
、
提
案
が
さ

れ
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

   

第
１
回
分
会
代
表
者
会

議
（
拡
大
）
終
了
後
、
中

央
本
部
か
ら
上
野
真
執
行

副
委
員
長
を
招
き
、
新
中

期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
チ

ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
８
ー
今

後
５
年
の
到
達
目
標
と
株

式
上
場
を
展
望
し
た
目
標

―
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
、
こ

の
間
「
２
０
０
１
年
ビ
ジ

ョ
ン
」「
２
０
０
８
年
新
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
作
成
し
、
労

使
協
議
を
中
心
と
し
て
そ

の
実
現
に
向
け
た
活
動
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。
チ

ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
８
は
、

労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
の
改

訂
期
を
迎
え
、
目
先
の
労

働
条
件
向
上
に
拘
る
の
で

は
な
く
、
つ
く
る
２
０
１

６
に
お
い
て
具
体
的
に
記

載
さ
れ
た
「
株
式
上
場
」

を
見
据
え
た
将
来
展
望
を

念
頭
に
お
い
て
、
あ
る
べ

き
働
き
方
を
明
確
化
す
る

こ
と
に
心
が
け
作
成
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
そ
の
冊

 

【
編
集
後
記
】 

 

季
節
の
変
わ
り
目
で
す

の
で
体
調
に
は
充
分
お
気

を
つ
け
く
だ
さ
い
。。 

１
０
月
は
総
対
話
集
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

組
合
員
皆
さ
ん
の
多
数

の
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 

子
に
つ
い
て
は
各
分
会
に

配
布
し
て
あ
り
ま
す
の
で

ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

９
月
２
６
日
晴
天
の
な

か
、
島
津
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

で
地
本
ゴ
ル
フ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
優
勝
者

は
鹿
児
島
乗
務
分
会
の
谷

口
暢
さ
ん
、
準
優
勝
は
同

分
会
の
田
多
園
成
明
さ

ん
、
三
位
は
鹿
児
島
地
区

連
合
分
会
の
寺
地
研
一
さ

ん
で
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す 


